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	基質認識機構については、３者複合体構造が未だ得られておらず、現在なお複合体の結晶化条件を模索中である。ただし、２者複合体構造は、アポ構造よりも２つのドメイン間のクレフトが閉じており、活性中心の構造は３者複合体のものに近いと考えられるので、より信頼度の高い説明は可能となっている。また、現在D-ManDH2と基質特異性がやや異なるD-ManDH1のX線データも収集済みであり、この結果もあわせれば、さらに信頼性の高い説明が可能となることが期待できる。
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